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うしろぼるいせき 

復原遺跡1 
～発掘された白木原村～大野城市教育委員会 
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平成8年の地図(1/25,000 )
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明治35年の地図(1/20,000 )

上の2枚の地図をご覧ください｡これは､明治35年(1902年)と平成8年(1996年)の白木原
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地区周辺の地図です｡江戸時代の名残を残していた明治時代から､大正･昭利･平成と3つの時代
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を経てきた94年の間に街の状況は一変しました｡ここで取り上げる後原遺跡は白木原1 1-日に広が
えとL /こい

る追跡で､明治時代よりさらに一一時代古い江戸時代の遺跡が見つかりました｡その内容について､

以下でご説明します｡

後原遺跡は､平成6年に自木原1丁目交差点から南へのびる道路を建設する際に見つかった追跡で､

それまではここに追跡があるとは予想されなかった場所でした｡それから1'-･成10年まで12カ所の調

査がおこなわれ､追跡の範囲や内容が明らかになってきていますo



1には小さく丸い穴がたくさん見え
か

ますo　これは建物の跡で,ここには家
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屋があったと考えられます0

2は1の写典の左奥にあった井戸で
い･}･)あ

木で作った井筒の周りに､竹で細んだ

カゴのようなものを巻いています｡
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3は浅く掘った穴に打ち欠いた碧を
a

据えていますE｡便所ではないかと考え

られます0

4は墓です,｡直経1mくらいの円形
//･め

の穴に､大きな盟を据えています,磨
.'1て'IJH

の他､円形の桶(!lT･桶)も使われてい

ました｡
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1から4で見たような遺構からは､
七I17しさ

たくさんの陶磁器が山上しました｡そ
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の年代を調べると18世紀から19世紀の

もので､これは江戸時代の後半にあた

ります｡
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古文.Tによれば､江戸時代､地禄神
し(･

社の周囲には村が広がっていたことが

わかっています｡また､明治35年の地

図を見ると､神社の周囲に村が広がっ

ており､ここは白木原村の本村にあた

ります.,したがって､後原遺跡で見つ

かった江戸時代の遺構や遣物は､ rl木

原村の跡であると考えられます｡
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江戸時代の後半にあたる宇和∴牛

(1802年)のli己錨によれば､白木原村
し/しこうこく[_カ･

は家数19戸･人rj84人･石高263石の

小さな村で､村人はすべて腿民でした｡

村の範朗も､明治35年の地図に示され

た村の範Lllgとほぼ変わらなかったよう

ですo現在､村のrJJでも態のあった範

lJiTやfR･落の広がる範囲などが明らかに

なりつつあります｡今後の発掘調査に

より､さらに詳しく白木原村の様子が

明らかになってくることでしょう｡


